5　 起動と終了

5．1　 SWG７３発注側サーバ

次ページ以降にSWG７３発注側サーバで稼働するプログラムの起動と終了の手順を示す。

尚、本プログラムは、発注側サーバ上のWWWサーバを介してＷＷＷブラウザにより発注側サーバにアクセスできる環境であればどの端末でも稼働する。

[image: image1.png]L] FERVisie EE i
26 Dibasizexe
[ office K42t ARC @ intemet Explorer
@, Miorosof Access
3¢ Microsoft Excel
Microsoft Neteetig
BEELI D) = ®
2] Miorosoft Outlook

BED > & Misrosoft Photo Estor

ﬂ Offioe hat/hDFTHRIEES

Iﬁ PR

(] Microzoft PawsrPaint
B Misrosoft Word

3
&
£
& wo S Mierosoft ATV
S\
W

BEEO »

eEEELTRAE. B MS00s Tt
153 Outiok Bxress

HRAUNE HHISA7.
Systambleruivan

Windows DT W, B Visio Standnd

oy TxIm-3




[image: image2.png]T SwaTI BT hmde



[image: image3.png]T SwaTI BT hmde



[image: image4.png]- [ i
D REE Frw HA0 ERO 1I-FR UKD SUw I eS|

B TZECALS I DELSEH
RINIS514TF

{141 [2000702717 |

e 7V REE
T—2%E ; A
EBRET—4EE I5—T—%4
Y—/UER # T

JA-hEa NUM




環
[image: image5.png]L] FERVisie EE i
26 Dibasizexe
[ office K42t ARC @ intemet Explorer
@, Miorosof Access
3¢ Microsoft Excel
Microsoft Neteetig
BEELI D) = ®
2] Miorosoft Outlook

BED > & Misrosoft Photo Estor

ﬂ Offioe hat/hDFTHRIEES

Iﬁ PR

(] Microzoft PawsrPaint
B Misrosoft Word

3
&
£
& wo S Mierosoft ATV
S\
W

BEEO »

eEEELTRAE. B MS00s Tt
153 Outiok Bxress

HRAUNE HHISA7.
Systambleruivan

Windows DT W, B Visio Standnd

oy TxIm-3





[image: image6.png]L A ]

=5 it Pk ER Ah ‘ BE BRCAD  EE

=

e
X

| PEVAD [€] http://mhi 73 cte ne p27163/servlets fadmedi Roothenu

=] o |[vn >

YRTLER
A=TEREEE
T
o T
ST 2T
—EURT
Back fo [ Jo=a =

&) n-stmTmEnELE [




[image: image7.png][70E REE £RW BRAE VoKD ALIE Ea
| HAERG *h ) ) ey »)
B @ 4 I%v -

| ouko ‘ B sFAD  RE ‘ S ix
J= ) otiss B I
- BRI
|
L) i
#EE ,
AR BT O,
J0®
375 PERUD
" yatr
EpeEET -5 2T
iUty
|
R e >



[image: image8.png]- [ i
D REE Frw HA0 ERO 1I-FR UKD SUw I eS|

RBIECALS R DEHFE
ZIWN/ 1Tk

FHOBfT DAYNO [6816 | i/ [p000702717 | ‘

rEERT— 5 2o, T
AT EERER
fERERT 4 B2 DAY NOEH
EHEET -4%1E B 4tya7 A
% T

JA-hEa NUM












SWG７３発注側クライアント

次ページ以降にSWG73発注側クライアントでの起動と終了の手順を示す。









5．2　 SWG７３受注側クライアント

次ページ以降にSWG73受注側クライアントでの起動と終了の手順を示す。














































      	・発注側作業指示データ送信ファイル


		ordermanageコマンドにより処理される手順データファイル。


		コマンド実行前に、自社システム等で作成し、サーバの以下の


              フォルダーに準備しておく。ファイル名称は任意。


		/home/wg73/customer/workorder/output/xxxxxxx


発注側作業指示データ受信ファイル


ordermanageコマンドにより作成される中間ファイル。


上記発注側作業指示データ送信ファイルを一つにまとめたもの。


このファイルにより次の受注会社毎に分割した受注側作業指示データ受信ファイルが作成されます。


/home/wg73/customer/workorder/input/so.dat


受注側作業指示データ受信ファイル


ordermanageコマンドにより作成される受注会社毎に分割された手順データ。


/home/wg73/supplier/workorder/会社コード.dat





受注側進捗実績データ管理機能：progressmanageコマンド


本プログラムを実行しますと、受注側から送信されてきた受注側作業進捗実績データ送信ファイルを全て抽出し、発注側へ受け渡す発注側作業進捗実績データ受信ファイルが作成されます。これらファイルの保管場所、名称は、発注側クライアントのサーバ情報機能	で定義されます。（７．１．５項）





受注側作業進捗実績データ送信ファイル


受注側クライアント進捗実績データ送信機能により送られた受注会社の実績データ。


ファイル名称は  受注会社コード＋yyyymmddhhmmss


	     /home/wg73/supplier/results/受注会社ｺｰﾄﾞ＋yyyymmddhhmmss.dat





発注側作業進捗実績データ受信ファイル


受注側クライアント進捗実績データ送信機能により送られた受注会社ごと、送信時間ごとのデータをprogressmanageコマンドによりまとめたデータ。


/home/wg73/customer/results/progress.dat





補足説明





発注側作業指示データ管理機能：ordermanageコマンド





本プログラムを実行しますと、発注側にて作成された発注側作業指示データ送信ファイルを全て抽出し、発注側作業指示データ受信ファイルおよび受注会社毎に分割した受注側作業指示データ受信ファイルが作成されます。


  	これらファイルの保管場所、名称は、発注側クライアントのサーバ情報機能


 	で定義されます。（７．１．５項）





（１）「SWG73 受注側クライアントのメインメニューから、「終了」ボタン


      をダブルクリックする。








（Ａ）SWG73受注側クライアントを終了する。





起動／終了





終了（SWG73受注側クライアント）











（１）「スタート」－「SWG73 受注側クライアント」を選択する。





（２）SWG73受注側クライアントのメインメニューが表示される。





� EMBED PBrush  ���





（Ａ）SWG73受注側クライアントを起動し、メインメニューを表示する。





起動／終了





起動（SWG73受注側クライアント）











（１）「SWG73 発注側クライアントのメインメニューから、「終了」ボタン


      をダブルクリックする。








（Ａ）SWG73発注側クライアントを終了する。





起動／終了





終了（SWG73発注側クライアント）











エクスプローラから、SWG73　発注側クライアント.mdeをダブルクリックする。





新規の場合は、サーバ情報画面へ遷移し、2回目以降はメイン


　　　メニューへ遷移する。





� EMBED PBrush  ���





（Ａ）SWG73発注側クライアントを起動する。





起動／終了





起動（SWG73発注側クライアント）











起動／終了








起動／終了（発注側データ管理機能）











終　了





　発注側作業指示データ管理機能、受注側進捗実績データ管理機能ともに自動終了











＃


＃/home/wg73/pgm/datamanage/プログラム名


＃





起　動





　Linuxのコマンドライン上にプログラム（プログラムの保管場所／プログラム名）を入力する。





　プログラム保管場所：/home/wg73/pgm/datamanage/





　プログラム名


　　発注側作業指示データ管理機能：ordermanage


　　受注側進捗実績データ管理機能：progressmanage








Linuxのコマンドライン





（Ａ）Internet Explorer 5.0を終了する。





起動／終了








終了（発注側システム管理機能）











① 「ファイル」→「閉じる」を選択し、Internet Explorer 5.0を終了する。





①





（１）①「アドレス」欄にアドレスを入力する。


　　（例）　アドレス　� HYPERLINK "http://mhi173.ctc.ne.jp:27163/" ��http://mhi173.ctc.ne.jp:27163/servlets/admedi.RootMenu�





（２）「Enter」キーを押す。











①





（Ａ）Internet Explorer 5.0を起動し、システム管理メニューを表示する。





起動／終了





起動（発注側システム管理機能）
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